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＜連絡事項＞
・インフルエンザ予防接種済証がＢユニットテーブルにある為、償還払い等に使用する場合は、各担当で処理してください。
＜患者様連絡事項＞
・藤村　悦子様～頭部裂傷あり、当直医　金Ｄｒより経過観察し、本日頭部CT施行の指示あり実施している。
深澤DｒへCTの画像を確認して頂いている。結果、左後頭部に出血の後が見受けられるとのこと。しかし、本日の受傷部位が右側頭部である為、関連性は不明であるとのこと。現在、バイタルサイン異常、意識レベルの低下がない事から、このままバイタルサインや意識レベルに注意し、経過観察の指示あり。状態変化があり、他のDrへ情報提供する際は、そのことも伝えるように指示あり。
・金澤　和夫様～お茶にてむせ込みあり、お茶トロミへ変更となる。
　　　　　　　　11/12～ノボリンR　朝16単位に変更の指示あり。
・高屋敷　長美様・宮本　京子様・日向端　猛様・寺澤　タカ様
～主治医より臨時薬同内容にて1日分継続処方となっている。
・和田　邦行様～退院時処方7日分出ている。
・風穴　義信様～夜間水様便数回見られており、MCTゼリー→エネプロへ変更。以後も水様便続くようであれば再検討していく。
＜退院支援＞
・橋本　茂様～担当ｹｱﾏﾈｼﾞｬ-八太郎山の家 中島様へ支援状況確認。
現在、長男希望により有料老人ホーム「愛和の里」に申込み予定との事。
（特養などは待機長期化の問題もあり懸念している）

＜申込み済の施設＞

有料「ちょうじゃさまの宿」→空き状況確認する予定

有料「だいりん」→11月中に閉設

主治医より精神状態安定しているため、退院の準備をすすめるようはなしがあった事伝え、新規施設の申込みをすすめるよう依頼した。
＜介護保険区変の結果について＞

11/19（金）認定審査会予定であり結果はそれ次第
一次審査では要介護4
・神山　典夫様～大川ＳＷからの情報。ケアマネ　生協居宅　紫葉様へ連絡。
有料フォーリーフの件がどのようになっているか確認するも、妻様が居宅変更してしまいその後の流れだったので把握していないとのこと。たむかい寿楽荘(担当者不明)へ問い合わせ行うこととした。
・石和　忠典様～大川ＳＷへｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ「妙水苑」への看護情報提供書FAXを依頼した。
＜田名部Ｄｒ診察＞
・古川　貞二様～臨時薬、ロラゼパム錠 ０．５ｍｇ　１T→２Tへ増量となり、他、同内容にて7日分継続処方。シロスタゾール錠５０ｍｇ　11月13日、15日、17日に服用。
・福田　りわ様～硝酸イソソルビドテープ７枚処方。
＜金Ｄｒ診察＞

・沢山　等様～臨時薬同内容にて7日分継続処方、吸引の指示は18日まで継続の指示。
・関口　フミ様～臨時薬同内容にて7日分継続処方、吸引の指示は18にちまで継続の指示。

点滴は終了になり、食事量をアップするように指示あり。11/12～ハーフ食(ミキサー)全トロミ、ブリックゼリー(1/2-0-1/2)、メイバランス昼1本となる。
・佐々木　誠行様・鈴木　良子様・田中　テル様・小山　章様・吉田　清次郎様・中村　満様～臨時薬同内容にて7日分継続処方。

＜要注目患者様＞

・藤村　悦子様～7：30　訪室時、右側頭部に２ｃｍの裂傷があるのを発見。止血はされている。本人に確認するも、「鼻血がでた。」など的外れな返答のみで、外傷までの経緯ははっきりせず。消毒後、ファスナート固定施行。

　　　　　　　　体温36.3℃、脈拍97回/分、血圧112/79ｍｍHg、酸素飽和度92％。
・石橋　進様～断続的に大声をあげる患者に「うるさい」「黙れ」「こっちに来るんじゃない」など叫んでいるが、スタッフ介入には落ち着いた態度で応じる事出来ている。便失禁をして騒ぐことも見られている。
・古川　貞二様～ミトン外し、バルンを抜こうとすることあり、介入に拒否見られている。
・沢山　等　様～水様から泥状便見られるも、バイタルサイン異常なし。
・前田　あさ様～体温36.4℃　心拍89回/分　呼吸18回/分　血圧95/45mmhg　酸素5L使用し酸素飽和度100％。声掛けに開眼し「うん？」と返事している。右下腿浮腫著明、右下腿全体から透明な浸出液漏れ出しておりパット当てる。
・白井　三男様～体温36.4℃　脈拍61回/分　血圧109/75mmhg　酸素飽和度96％。
声掛けにはすぐ開眼し反応あり。両上肢の拘束部位トラブルなし。
・風穴　義信様～体温36.8℃、脈拍90回/分、呼吸24回/分、血圧95/55mmHg、酸素飽和度92％。30分～1時間ごとの吸引で淡黄色粘稠痰多量に除去。吸引への抵抗強い。酸素飽和度69％まで低下することあり、吸引するが回復不良。酸素5Lまで上げゆっくり回復し、酸素飽和度90％前半。
・中里キヨヱ様～ホールにて過ごされる。対面時には活気のなさ持続しているが、日課への支障なく経過している。
・日向端　猛様～断続的に来詰しており帰宅要求あり。説明には渋々応じており切迫した様子なく経過している。
・宮本　京子様～ホールにて過ごされる。日課への介入には拒否・抵抗なく応じている。
・寺澤　タカ様～ホールにて過ごされる。対面時には不機嫌さなく表情穏やか。
・高屋敷長美様～ホールにて過ごされる。対面時には表情・口調共に穏やか。残食傾向。
